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論 文 内 容 の 要 旨
著者はヒT , ウサギについて, その 1) ンパ中心部および非 1) ンパ中心部における1) ンパ組織の分布を精
査 した結果, つぎのような新事実を証明することができた｡
ヒt , ウサギいずれでも, 1) y パ中心部の脂肪組織には既知の触視可能のいわゆる H auptknoten の他
に, m ikroskopisch の accesorische K noten を含む種々の1) ンパ組織が恒存していることが判った｡ こ
れに反 して非 .) ンパ中心部では周腎組織を除いて 1) ンパ組織の出現はまれなもので, その種類も7) ンパ小
節とリンパ浸潤に限る｡
ヒト ウサギの1) ンパ中心部脂肪組織内に現われる m ikroskopisch の1) ンパ組織の種類は, 小型 リン
パ節, 1) ソバ小節, 1) ンパ浸潤の 3種からなっているが, ヒトではこのうち小型 リンパ節が主体で, ウサ
ギではこれに反 してリンパ浸潤が主体である｡
リンパ画し部脂肪組織に現われる小型 リンパ節については, ウサギではその全部が未分化 1) ソバ節であ
るのに対 して, ヒトでは90% が未分化 1)ンパ節で, 分化 1) ソバ節は10% を占めているo
1) ンパ中心部に現われるリンパ組織の数は 1) ンパ中心部の部位差によって相当ないしは若干の相違があ
るが, ヒtlとウサギではその態度が多少異なっている｡ ヒTlでは膳寓が最も多く, 他のリンパ中心部問に
は大差がないが, ウサギでは腸間膜根部が圧倒的に多く, ついで骸寓で, 他のリンパ中心部は出現度が低
い｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
脂肪組織, とくにリンパ中心部の脂肪組織内に既知の可触性, 肉眼的な 1) ンパ節のほかに多数の顕微鏡
的な 1) ンパ組織の存在することは, つとに堀井およびその共同研究者の指摘 しきたったところであるが,
著者はヒT , ウサギについて広汎かつ系統的な観察を行なって, 実用的にも, 比較解剖学的にもきわめて
興味あるつぎのような知見をもたらした｡
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ヒトでもウサギでも1) ンパ中心部脂肪組織内には既知の H auptknoten のほかに, m ikroskopisch ,
accesorische K noten , リンパ小節, リンパ浸潤が多数恒存するのに対して, 非中心部ではわずかに周腎
組織に小数のリンパ小節や浸潤の出現をみる以外は他部には出現しない｡ こられ中心部脂肪組織内リンパ
組織の主体はヒトでは小型 1) ソバ節で, ウサギでは1) ンパ浸潤である｡ またウサギでは小型 1) ソバ節の全
部が未分化のものであるのに対し, ヒトでは未分化90% , 分化10% である｡ 1) ンパ中心部には小型 リンパ
組織の現われる数量について部位差があるが, ヒtlでは膜席がもっとも多く他の部ゐ問には大差がないO
ウサギでは腸間膜根部が圧倒的に多く, ついで膜寓で, 他のリンパ中心部は出現度が低い｡ このようにリ
ンパ中心部脂肪組織内出現 リンパ組織の問にも比較解剖学的な分化度の差がはっきりとみられることを実
証 した｡
このように本研究は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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